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第 27 回農薬残留分析研究会

日時 ：平成 16 年 11 月 24 日 （水），25 日 （木）

場 所　パ ル テ ノ ン 多摩 （東京都多摩市）

主 催　 li本農薬学会，農薬残留分析研究会

　第 27 回 農 薬残 留 分 析 研 究 会 は，例 年 よ り も遅い n 月 24，

25 の 両日，パ ル テ ノ ン多 摩 に て 開催 さ れ た．久 々 に 東京開

催 と い うこ と もあ り，参加者 は 歴代 最 多 の 260 名 に 達 した．

　主な テ
ー

マ と し て，ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト制お よ び マ イ ナ ー

作物登録 に係 る 問題を取 り上 げ，行政，分析技術，両 面 の

諸 問 題 を シ ン ポ ジ ウ ム 形式 で 討議 した．他 に ，特別 講 演 1

件 （東京農業の 現状 と特徴），EU ワ
ーク シ ョ ッ プ報告 1件，

新技 術紹介 5 件 （Lα MS 機器を用 い た農薬残留分 析 ） の 講

演 が あ っ た．一
般 発 表 は こ れ ま で 通 り ポ ス ターセ ッ シ ョ ン

を 採用 した．以 下，プ ロ グ ラ ム 順 に 概要を記す．

［ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト制 に 係 わ る 諸問題 　行政 面 ］

　厚生労働省食品安全部基準審査 課 の 宮川 昭 二 氏 よ り ［ポ

ジ テ ィ ブ リス ト制 に お け る 残留農薬 基 準」 と題 して ，同 制

度 に 移 行 す る経緯や 課題等 に つ い て 講演 を 頂 い た．暫定基

準 に つ い て は，国 際基準 や 登録保留基 準 な どを 参 考 に，現

在，二 次 案に つ い て 広 く意 見 募集 を行 な っ て い る と こ ろで

あ る．一
律基準 に つ い て は，同制度 を採 用 して い る諸 外国

の 事 例 を 参考 に 「人の 健康 を 損な う お そ れ の な い 量 」 と し

て e．Ol　ppm の 設定を検討 して おり，近 々 最終案が 確定 さ れ

る 見込 み で あ る．同制度 に対応す る 試験法 に つ い て は，平

成 15年度か ら 3 年 間 の F定 で 開発 に 取 り組ん で お り， 資料

が 整 っ た もの か ら順 次 ホーム ペ ージ等 で 公表 して い る．今

後の ス ケ ジ ュ
ー

ル に つ い て は，遅 く と も平成 17 年 ll 月 ま

で に 暫定基 準等 を告示 し，平 成 18年 5 月 まで に は 同制度 を

施行す る P定 で あ る．な お，施 行 後 の 具 体的な 運 用 に つ い

て は 明言を避 け た こ と も あ り， 運 用 面 で は か な り難 しい 状

況 もあ り得 る との 印象を 受 けた ．

　環境省水環境部農薬環境 管理 室 の 沖本真朗氏 よ り 「農薬

登録保留基準 の 改定 に つ い て 」 と題 して ，食品衛生 法 が 改

正 され ポ ジテ ィ ブ リス ト制 が導 入 され る こ と に 伴 う農薬登

録 の 諸 問題，な ら び に 農薬取締 法 に 基 づ く農薬登録保留基

準 が 改 定 され た 経緯 や 内容 に つ い て 講演 を 頂い た．内容 と

して は，農 薬 登 録保留基準 の 現 状，食 品 健 康 リス ク 評 価 ・

管理措置の 強化お よ び農薬の 環境 リ ス ク 管理 施 策の 重 点 化，

水産 動植物 の 毒 性 お よ び土 壌 残留な ら び に 水質汚濁 に 係 わ

る 登 録保留基 準 の 改 定 に つ い て そ れ ぞ れ 詳細 な 説明 が あ っ

た．登 録保留基 準 の よ うな 農薬 の 上市前の リ ス ク 評価 は ，

実験室 レ ベ ル で の 試験結果か ら実 環 境 に 対 す る リ ス ク を外

挿 す る と い う T・法 を取 っ て い るが，こ の 手 法 に は不 確実性

が 伴 うの で ，こ れ ら を い か に 減 らす か が課 題 で あ る な ど の

提 言 が あ っ た ．

［ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト制 に 係 わ る 諸問 題　技術面 ］

　国立医薬品食品衛 生 研究所食品部 の 佐 々 木久美 子 氏よ り

「残留農薬暫定基準 に係わ る試験法の 開発に つ い て 」 と題 し

て ，残留基 準 （暫 定 基 準 ） に 伴 う試験法の 開発 ・整 備を 指

揮 す る 立 場 か ら，試 験 法 開 発 の 計 画，現 状，今後 の 予定等

に つ い て 講演を頂い た．内容 と して は，通 知 試験法，試験

法検討会 に おけ る検討内容，GCIMS や Lα MS に よ る
一

斉

分析の 課題 t 加 工 食品の 残留農 薬 試験 法，一
律基準 と 試験

法，今後の 課題等に つ い て それ ぞれ 説 明 が あ っ た，ポジ テ ィ

ブ リ ス ト制 に 係わ る試 験 法 の 開発 は予 定通 り進行 し て い る

が ，分析対象農薬が 非常 に 多い こ と か ら，全て の 試験法 に

つ い て 充分 に 精査 した もの を提 示 で き な い 可能性が あ る こ

と，そ の 場合は 参 考文 献 等 に よ る情報提供 で 対応 せ ざ る を

得 な い な ど，難 し い 問 題 を抱 え て い る状 況 が 示 さ れ た ．ま

た，試験法の 主体 は
一

斉分析法 で あ る が，対 象農薬数 の 増

加 に 伴 っ て マ トリ ッ ク ス効果や イ オ ン 化 阻害等 の 宿命的な

問題 に 対 す る対 策 を迫 ら れて い る こ と．最大 の 関 心 事 と し

て，一
律 基準 （0．01ppm ） に 対応 す る試験 法 と そ の 適用 内

容 に つ い て の 問題 が あ る が，農薬 と食 品 との 組 み 合 わ せ 次

第 で は 適 用 可能 な ケ
ー

ス も あ り う る もの の ，全て の 農薬 と

食 品 に つ い て 日常的 に適 用 す る こ とは，現状の 分析技術 で

は 極 め て 困難 な 状況 に あ る こ とを示 唆 した．な お ，ポ ジテ ィ

ブ リ ス ト制 は 全 て の 農薬の 検 査 を義 務 づ け る制度 で は な い

の で ，何 百種 もの 農薬を闇雲 に 分析す るの で は な く，農薬

の 出荷量 や 使用 実態 な ど の 情報 か ら優先 順 位 を決 め て 充分

に 絞 り込 ん で 検 査す る こ と が肝要 で あ るな ど，対 処法に つ

い て の 提 言 もあ っ た ．

　新潟県保健環境科学研究所の 酒井洋氏 よ り rGC〆MS 多成

分 分 析法 の 現 状 に つ い て 」 と 題 し て ，ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト制
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に 対応 す る 試験法 の 開発 を担 当 す る立 場 か ら，平 成 15年度

に 実 施 され た 検 討 内 容 を 中心 に ，主 に GC 〆MS に よ る
一

斉分

析法に つ い て 講演を 頂い た．内容 と して は，GCIMS に よ る

ル
ーチ ン検査の た め の 基礎 データ，GC ’MS 多成分分析の た

め の 抽出お よ び 精製操作，GC ，，MS （SCAN モ
ード） に よ る

分析，ル
ー

チ ン 検査の た め の GC ／MS の 管理，他の 分析機器

等に よ る GCtMS デー
タ の 信頼性の 強 化，等 々 に つ い て 実 践

的な 対処法 に っ い て の 紹介が あ っ た ．

［農薬残留 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ （WS ）参加報告］

　残留農薬研究所の 坂真智子 氏 ，な ら び に 日本食品分析セ

ン ターの 水 越
一

史氏 の こ 両 名よ り 「第 5 回 ヨ ー
ロ ッ

パ 農薬

残留 ワ ーク シ ョ ッ プ 参 加報告　 と題 し て ，2004 年 6 月

13−−16 目 に ス トッ クホ ル ム （ス ウ ェ
ー

デ ン ） で 開催 さ れ た

農薬残留WS の 参加報告が あ っ た．こ の WS は 10年 ほ ど前

か ら ヨ ー
ロ ッ

パ 各 国 の 持 ち 回 りで 隔 年 ご と に 開催 さ れ て い

る が，日本 か ら は 毎 回 参 加 して お り，そ の 都 度，本研 究 会

で 概要報告を 行 な って い る．今回の WS で は，　 Food　Safety

（食 の 安全 ） が テーマ と して 取 り上 げ ら れ，2005年 に EU で

施行され る ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト制に 向 けて の 現状 や 課題 に 関

す る報 告が 多 く見 られ た．な お，EU に お け る一
律 基 準は

0．  1ppm に ほ ぼ 確定 され た こ と か ら，こ れ に 対応 し た 分析

技 術 の 開 発 に 関 す る報 告 が注 目 され た ．ち な み に，口頭発

表 は 29 題 で ，MRLs ，新 分 析 技術，精度管理 等 に 関 す る も

の で あ った ，ポ ス ター発 表 は 156題 で ，内訳 は Application

and 　 m ¢thod　development （83 題 ），　 Monitoring　 and 　intake　as−

sessment （40題 ），　 Other　related 　topics （33題 ） とな っ て い

た．こ の 他，エ キ ス カーシ ョ ン と して AnalyCen へ の 訪問報

告 も行 な わ れ た．次 回 は 2006 年 に ギ リシ ャ で 開 催 が 予 定 さ

れ て い る．

［特 別 講演］

　東 京都 南 多 摩 農 業 改良 普 及 セ ン ターの 荒 川 昭氏 よ り 1東

京農業 の 現状 と特徴」 と 題 して ，東京 に お け る 農業生 産 額

の 推移，農家戸数 の 推移，現 状 と課題等 々 に つ い て 講演を

頂 い た．東京で は，農地 の 減 少 や 農業従 事者の 減少は 相 変

わ らず続 い て い るが，多品目生産を 主体 とす る 直営農家が

増え，地域住民 と連携 し た 農業の 形態 に 移行す る な どの 特

徴 が 見 ら れ る と の こ と．課題 と し て は ，後 継 者 の 育成，農

産物 に 対す る安全性 の 確保 な どの 問題が あ り，東京農業の

置か れ た 厳 し い 状況 等 に つ い て 紹介が あ っ た．

［技術報告 ： LCIMS （！MS ）を 用 い た農薬の残留分析］

　最近，残留農薬分析 の 分野 に おい て 急速 に 使用 が 高ま っ

て い る LC 〆MS （〆MS ）に つ い て ，開発 メ
ーカー

の 紹介が あ っ

た ．以 ド，発表 順 に タ イ トル 等を 記 す ．D 「ポ ジ テ ィ ブ リ

ス ト制 を志 向 した LCfMS に よ る農 薬 分 析 」 村 田 英 明 （島 津

シ ン ポ ジ ア 　285

製 作 所 ），2） ［LC ／TOF −MS を用 い た 食 品 中残留農薬の ス ク

リ
ー

ニ ン グ 手法 」 滝 埜 昌 彦 （横 河 ア ナ リテ ィ カ ル シ ス テ ム

ズ ），3）
一
残留農薬分析 に お け る LCMS ’MS に よ る確認 試

験の 提案． 山本博保 （日本 ウ ォ
ーターズ），4） 「LCIMS ，／MS

を も ちい た 食品残留農薬分析 に つ い て 」 山岸陽子 （サ ーモ

エ レ ク トロ ン ），5）「残留農薬 ポ ジテ ィ ブ リス ト制 に 向け て

よ り迅 速 で よ り確 実 な 分 析 」 人 関 由利 子 （ア プ ラ イ ドバ イ

オ シ ス テ ム ズ ジ ャ
パ ン ）．

［ポ ス タ
ー

セ ッ シ ョ ン ユ

　 ポ ス タ
ー

セ ッ シ ョ ン で は 26 題の 発表が あ り，そ れ ら は 酵

素免疫測定法 （3），超 臨 界流体抽出等の 抽出法 （5），迅速

分析法 や 多成分分析法 （14），個 別 分析法 （1），そ の 他

（3） に 分類 さ れ た．以 下，発表順 に タ イ トル 等を 記す．1）

iア セ タ ミプ リ ドイ ム ノ ア ッ セ イキ ッ トの セ リ科作物 （ハ
ー

ブ 類 ） へ の 適 用 」 橋 本 良 子 ら （東 京 都 農 業 試 験 場 ），2）

「酵 素 免 疫 測 定 法 に よ る大 阪 特 産 農 産 物 の 残 留 農 薬 分 析 」

矢 吹 芳教 ら （大 阪府 立 食 とみ ど りの 総合技術 セ ン ター），3）

IMethod　assessment 　t
’
or　the　detcrmination　of 　fenitrothion　in　soil

environmental 　sample 　using 　commercially 　produced　ELISA 　kit　I
Sonny ら （Fac．　Life＆ Environ．　Sci．，　Shimane　Univ．），4） 「超

臨界流体抽出に よ る残留農薬分析 に お け る 保水剤の 検討 」

苗床義隆 ら （農林水産消費技 術 セ ン タ
ー

），5） rSFEお よ び

GCIMS を 用 い た 残留農薬 多 成分 迅 速分 柝 法 1西 名武士 ら

（熊 本 県 保 健 環境 科学 研 究 所），6） 「超 臨 界 抽 出 法 と GC −

MS 〆MS に よ る 食 品残留農 薬 の ス ク リーニ ン グ分 析 」 小 笠 原

亮 ら （ジ ャ ス コ イ ン タナ シ ョ ナ ル ），7）
「
農薬残 留 試料 を用

い た 抽出法の 評 価 」野 木聡 子 ら （目本食品 分 析 セ ン ター），

8） ［食品 中残 留農 薬 分 析 に お け る ス ターバ ー抽 出 お よ び デ

コ ン ボ リ ュ
ーシ ョ ン レ ポ

ー
テ ィ ン グ ソ フ トウ ェ ア （DRS ） を

用 い る迅速 な GCIMS ス ク リ ー
ニ ン グ 分 析 1 中 村 貞 夫 ら （横

河 ア ナ リテ ィ カ ル シ ス テ ム ズ ），9）
一
残留 農 薬

一
斉分 析 に お

け る 抽 出 ・精 製法 の 簡 素 化 の 可能 性 」 前 原 由 紀 江 ら （囗本

エ コ テ ッ ク），10）　 1
．
簡易残留農薬分析 の 開発 」 起橋雅浩 ら

（大阪府立 公衆衛 生 研究所），ll）「GC −MS に よ る多成分農

薬分析 へ の DMI （Dithcu ！t　Matrix　lntroduction） 注 入 法 の 検

討」飯島和昭 ら （残留農薬研究所），12）1
一
農薬の ス プ リ ッ

トレ ス 分析法 に お け る 温度条件 の 検討
一
各種溶媒で の カ ラ

ム 初 期 温 度 と ピ
ー

ク 形 状 の 違 い
1

和 田 豊 仁 ら （島津 製 作

所），13）
−
Lα MS （SCAN モ ード） に よ る 農産 物中残 留農

薬の 多成分 斉 分析 一秋 山 由美 ら （兵 庫 県 立 健 康 環 境 科学

研究セ ン ター），14）
一
LGMS ，MS に よ る残留農薬

一
斉分析

検討 に つ い て 1 畠山え り子 ら （岩手県環 境 保 健研 究 セ ン

ター
），15）「GC 〆MS ，　LC 〆MSIMS を 用 い た 残 留農薬多 成分

一
斉分析 へ の 取 り組 み一島三 記 絵 ら （雑賀技 術研 究 所 ），

16）
一
：
．
三層 液 々 分 配 ・ミニ カ ラ ム を 用 い た GQ

．
MS ・LCIMS

に よ る農 作 物 中 の 多成 分一
斉分析調査 」 毛利幸喜 ら （愛媛
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県農業試験 場 ），17） 「負 化 学 イオ ン 化一GC 〆MS に よ る 残留

農薬多成分
一

斉分 析 法 」 坂 口 将 進 ら （雑 賀技 術研究 所 ），
18） 「イ オ ン トラ ッ プ 型 GC ！MS 〆MS を用 い た農作物中の 残

留農薬 分 析 」 杉 立 久 仁 代 ら （サ ーモ エ レ ク トロ ン ），19）

「都内農産 物 の 農薬残留実態調査 に お ける 多成分分析法一
1

池

出 悠果 ら （東京都農 業試 験 場），20）「イ ソ ウ ロ ン等 6 農薬

の 作物残留分 析 法 の 検 討 」藤田 眞弘 ら （残留農薬研究所），

21）「カ ル ボ ス ル フ ァ ン 等 4 農薬 の 作物残留分 析法 の 検 討一

若曽根佳樹 ら （残留農薬研 究 所 ），22） 1ガ ス ク ロ マ トグ ラ

フ 法 に よ る作 物中の グ リホ サ ー トの 分析法 に つ い て 」 松 澤

幸
一

郎 ら （化 学 分 析 コ ン サ ル タ ン ト），23 ）「シ ソ 科ハ ーブ

類 に お け る農薬の 残留分析」 荻山和裕 ら （日本植 物 防 疫 協

会），24）「農薬残留分析 の 注意点，問題点 （公 定試験 法 の

見え な い 部分）」 澁谷直美 ら （日本食品分析セ ン ター），25）

「GCIMS に お け る 標準物質 を 用 い な い 相 対 定量 デ ータベ ー

ス の 構築 と食品中残留農薬分 析 へ の 適用 の 試 み 」 山 ヒ仰 ら

（西川 計測），26） 「農薬 の 地 F浸 透 性 評 価 方 法 の 検 討 」 渡

辺 高志 ら （農薬検 査 所 ）．

匚マ イ ナ
ー

作物登録 の 問 題 と残留分析 の 実情］

　農林水産省消費安全局 農産 安 全 管理 課農薬対策室 の 横 田

敏恭氏 よ り 「マ イ ナー
作物対策 に つ い て 」 と題 して ，最近

の マ イ ナー
作物登 録 に 関す る 行政面 の 動向に つ い て 講演 を

頂 い た，内容 と し て は，農薬取締法 の 改 正 概 要，農 薬 使 用

基 準 （遵 守義務），マ イ ナ
ー
作物等の 経過措置 と 登 録 促 進，

経 過 措 置 と試験 計 画 （緊急性 ・必 要 性 の ラ ン ク 付 け，重 複

の 排除 で 絞 込 み ），作物 グル
ープ化 の 推 進，等 々 に つ い て 説

明が あ っ た，な お，経過措置に つ い て は，気象等 の 理 由 に

よ り 2004年度内に 完了で きな か っ た 試験 に つ い て は，2005

年度 ま で 延長 が で きる 旨の 紹介 が あ っ た．

　続 い て ，実際 に 試験を担当 し て い る各試験場 の 方 よ り，

マ イ ナ ー作 物 登 録 に 係わ る残留分析 の 事例等 に つ い て の 報

告が あ っ た ．以 ド，発 表 順 に タ イ トル 等を記す．1）
一

エ

シ ャ レ ッ ト等 の 数 種 特殊作物 に お け る分析事例」 中村憲治

（茨城県農業総合セ ン ター），2） 「マ イナー
作物登録 に お け

る 農薬
「
ス ピ ノ サ ド」 の 作物残留分析事例」 大竹敏也 （愛

知県農業総合試験場 ），3） 「熊 本県 に お け る 特殊作物 の 分

析例 ．1 吉田 達雄 （熊 本 県農業研 究 セ ン タ
ー

），4） 「ア ケ ビ

に お け る トリフ ル ミゾ ール お よ び ク レ ソ キ シ ム メ チ ル の 分

析 」 森谷 真 紀 子 （山形 県 立 農 業 試 験 場 ），5） ［TPN 分析 に

お け る 葉緑素除去方法 の 検討」 矢 口直輝 （長野 県 農 業 総 合

試 験 場），6） 「特殊作物 に お け る 農薬成分 の 分析法 に つ い

て ．1市原勝 ら （高知県農業技術 セ ン タ
ー

），7） 「地域特産

農作物 の 農薬 の 残留特性 か ら み た 類型化
一

う り科 野 菜

（キ ュ ウ リ，ニ ガ ウ リ，ズ ッ キ ニ ） の 場合一殷熙洙 ら （発

表 ：石井康雄）（農業環 境技 術研 究所 ）．

　今回 の 研究 会 で は ，現 在の 農 薬残 留 分 析 が 抱 え て い る問

題 を で き る だ け 取 り上 げ た が ，限 ら れ た 時間 内で は充 分 な

討 議 は で き な か っ た よ う に 思 わ れ る．農 薬 残 留 分 析 を取 り

巻 く状況 は 年 々 複雑化 し，参加者 も漸増 し，所 属 分 野 も多

様 に な っ て きて い る．今回 も参加者 お よ び 発 表 応 募数 は予

想を大幅 に 超 え，講演会場 （定員 300人 ） お よ び ポ ス ター

会場 と も ス ペ ー
ス 的に 余裕 の な い 状態 で あ っ た ．こ れ ら の

状況 を 考 慮 し，こ れ ま で の 開催形式 を 見直 す 必 要 が あ る よ

うに 思 わ れ る．

　例 年 だ と 2 円 目の 午後 は エ キ ス カ
ー

シ ョ ン と して ，開催

地 域 の 農業施 設 等 を視察 す る の が 常で あ っ た が，今回 は設

定 す る こ とがで きず 心 残 りで あ っ た，次回の 研究会 は，2005

年 9 月 に 愛 知 で 開催の 予定 で す．本年 に も増 し て 多 くの 皆

様 方 の 参加，な らび に 発 表 を期待 して お ります．

　　　　　 （開催幹事 ：小松
一

裕，橋本良 r−，小 田 中芳次）
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